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近
畿
大
学
の
北
口
末
広
教
授
は
、

「
人
」
と
「
人
」
と
の
「
関
係
」
を

「
差
別
・
被
差
別
の
関
係
」
か
ら
「
平

等
な
関
係
」
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
差
別
は
な
く
な
る
。

こ
れ
ら
の
「
関
係
」
に
密
接
に
か

か
わ
っ
て
い
る
の
が
、
法
制
度
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
」、「
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解

消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
」、「
部

落
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
」
と

い
う
よ
う
に
、
昨
年
、
施
行
さ
れ

た
３
つ
の
法
律
は
理
念
法
で
あ
り
、

罰
則
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

相
談
体
制
の
充
実
を
国
・
地
方
公

共
団
体
に
求
め
て
い
ま
す
。

法
整
備
と
人
権
教
育
・
人
権
啓
発

は
車
の
両
輪
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

差
別
の
撤
廃
を
明
確
に
目
的
に
据

え
た
法
的
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
こ

と
の
意
義
は
大
き
い
で
す
。

   

本
年
は
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ

れ
て
70
年
目
に
あ
た
り
、
憲
法
第

14
条
（
法
の
下
の
平
等
）
の
理
念

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
３
つ
の

法
律
が
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

で
、
法
律
の
内
容
に
つ
い
て
学
習

し
、
具
現
化(

社
会
的
ル
ー
ル
作

り
）
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
後
半
の
事
業
か
ら
主

に
紹
介
し
ま
す
。

　

⑩
と
⑪
10
月
１
日
第
63
回 

兵

庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会
中
央

大
会
で
岩
屋
認
定
こ
ど
も
園
「
青

葉
会
」
保
護
者
会
長
の
長
田
ジ
ャ

ズ
ミ
ン
さ
ん
⑩
が
、「
多
文
化
共

生
を
目
指
し
て
」
を
、
又
、
福

島
ハ
ー
メ
ル
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ジ
ョ
イ
ン
ト
チ
ー
ム
の
熊
和

子
さ
ん
⑪
が
、「
避
難
・
保
護

の
権
利
の
確
立
～
福
島
原
発
事

故
が
も
た
ら
し
た
も
の
～
」
を

そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。（
芦

屋
市
精
道
小
学
校
）

　

⑥
１
月
14
日
じ
ん
け
ん
福
祉

講
演
会
「
桂
福
点
と
お
気
楽
一

座
」(

岩
屋
公
民
館
）

　

②
１
月
25
日
夏か

夢む
な
ん楠
さ
ん
に

よ
る
「
中
国
粥
教
室
」

　

①
２
月
３
日
一
宮
支
部
学
校

教
育
部
会
研
修
会
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
人
権
」（
講
師
：
北
口

学
先
生
／
大
阪
芸
術
大
教
員
）

　

③
と
④
２
月
６
日
一
宮
支
部

じ
ん
け
ん
福
祉
講
演
会
「
あ
き

ら
め
な
い
心
」（
伊
藤
真
波
さ
ん
）

　

⑨
２
月
８
日
市
人
教
本
庁
学

習
部
会
「
子
ど
も
の
居
場
所
・

①②

③④


